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第２３１号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙

小川北義務教育学校、堅倉

小学校、竹原小学校、納場小

学校では毎年、地域の農家さ

んの協力を得て米作りを行っ

ています。素足で田んぼに入

るのは初めてという子も多い

なか、泥だらけになりながら、

手で田植えする貴重な体験を

笑顔で楽しんでいました。

小川北義務教育学校の５年生が、 学校近くの田んぼで田植え

を行いました。 子どもたちは、 米生産者の浜野博士さんから

「2～３本ずつ、 稲が浮かないように指で押さえるように植えま

す」 と植え方を教えてもらった後、 恐る恐る田んぼに入ると独

特の泥の感触に驚いていました。 田植えが進むにつれて慣れ

てきた様子で、 泥だらけになりながら一生懸命に取り組んでい

ました。 今後は田んぼや学校内で育てる 「バケツ稲」 の生育

の観察、 秋の収穫、 そして収穫した米の販売まで、 一連の米

作りを体験する予定です。

小川北義務教育学校
5月14日 くもり

米農家さんが植え方を指導いざ、田んぼへ！みんな、苗持った？

1234

田植え体験に密着！

はまの ひろし
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初めて田んぼ

に入ったときはべちゃ

べちゃして怖かったけれど、

田植えができて楽しかったで

す。 稲が浮いてこないように

植えるコツを教えてもらった

ので、 上手にできたと思い

ます。 機会があればまた

やってみたいです。

ま
たやってみたいです

小川北義務教育学校 5年

長谷川 綾音 さん

いざ、田んぼへ！みんな、苗持った？うわぁ〜！
足が変な感じ！

田植え終了！
すぐ洗えるのうれしい

はい、下がって〜！
次の列行くよ

苗が浮かないように
植え付け

5678

ありがとう

ございました！

はせがわ あやね
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堅倉小学校の５年生が、 学校近くの田んぼで田植えをしました。 田ん

ぼや苗を提供してくれた地域の皆さんが見守る中、 元気よく田んぼに

入った子どもたちは、 次々に稲の苗を植えていきました。

堅倉小学校の米作りは３０～４０年前から行われており、 収穫後の米

はおかきにして全校児童や地域住民に配布するのが恒例になっていま

す。 今回の田植え体験をきっかけに、 子どもたちは米の品種や食糧と

しての歴史など、 関心のあることを

自分で調べて学んでいきます。

堅倉小学校 5月16日 くもり

広
い田んぼにびっくり

堅倉小学校　5年

須貝 美琴 さん

田んぼの中は

足が沈んでびっくりしま

した。稲がすぐ浮いてきちゃ

うので、 しっかり植えるのが

難しかったです。 広いところを

手で植えるのは大変でした

が、 楽しかったのでまたやっ

てみたいです。 収穫も楽

しみです。

すがい みこと
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６年間田植え

をやってきて、 今回が

一番楽しくできました。

特に１年生の子たちと一緒に

できたのが楽しくて、 みんな

植えるのがとても上手だった

と思います。 秋には最後の

稲刈りもあるので、 楽し

みです。

最
後の田植えでした

竹原小学校　6年

加藤 唯 さん

４年生のときに初めて

田植えをして、今回が２回目

です。 等間隔に植えるのが難

しかったですが、 久しぶりに泥

の中に入って楽しかったです。

卒業前のいい思い出になり

ました。

田
植

え、楽しかったです

納場小学校　6年

石井 隼斗 さん

納場小学校の４、 ６年生が、 学校近くの田んぼ

で田植えをしました。 植え方を聞いた児童は、 一

列になって田んぼに入り、 もち米の苗を植えてい

きました。 毎年の米作りに協力している篠原祐一

さんは 「今の稲は赤ちゃんですが、 どんどん大き

くなって秋にはおいしいお米が実るので、 毎日見

守ってください」 と言葉を掛けました。 秋には３、

５年生が稲刈りし、 収穫した米はおかきに加工さ

れるなどして、 全校児童や協力者に配られます。

納場小学校 5月28日 晴れ

竹原小学校の児童が、 竹原神社近くの田んぼ

で田植えをしました。 全校児童が参加する米作

りは 「子どもたちに貴重な体験活動を」 という

想いから竹原小の恒例行事になっており、 地域

住民の協力のもと、 田植えや稲刈りを１年生か

ら６年生までの縦割り班で行っています。 ５～６

年生は慣れた手つきで田植えをしながら、 １～２

年生のサポートも担っていました。

竹原小学校 5月28日 晴れ

しのはら ゆういち

かとう ゆい

いしい はやと
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ブラウブリッツ秋田に勝利！

水戸ホーリーホック 「小美玉市の日」が開催

スポーツ推進課　スポーツ推進係　

☎ 0299-48-1111 （内線 2252）

問

水戸ホーリーホック選手サイン会を開催

来場者に向けてあいさつをする島田市長

小美玉市のPRブースに並ぶ来場者

５月１1日に、ケーズデンキスタジアム水戸で

水戸ホーリーホックのホームゲームが「小美

玉市の日」として開催されました。場外イベン

ト広場では市と小美玉観光協会によるＰＲブー

スが設けられ、抽選会参加者にオリジナル

グッズ配布や市の物産の販売を行い、株式会

社小美玉ふるさと食品公社のブースでは選手

を起用したオリジナルパッケージのヨーグルト

などを販売しました。

試合前には島田市長のあいさつと、市内の

サッカー少年団による前座試合があり、会場

を盛り上げました。試合は、小美玉市のＰＲ大

使の活躍もあり、2対1で勝利し、三連勝を飾

りました。

5月11日のホームゲーム「小美玉市の日」

に先立ち、4月18日、市役所に今期の小

美玉市のＰＲ大使2名が訪れ、市長への

表敬訪問とサイン会を行いました。市内外

から集まったファンは、持参したユニフォー

ムやグッズにサインを書いてもらうなど選手

との交流を楽しみました。

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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台湾淡
たんすい

水国民中学校が小川北義務教育学校に来訪

４月22日、友好交流覚書を締結している台湾

淡水区の淡水国民中学校の生徒や校長、保護

者約３０名が、小川北義務教育学校を訪問し、

8年生の生徒50名と交流しました。歓迎会では、

児童生徒会長の海
え び は ら

老原 杏
あ ん り

莉さんが「日本と台

湾では、違う文化や習慣を持っています。お互

いを知ることで、新しい発見がたくさんあると思

います」とあいさつをした後、みのり太鼓の鑑賞

や体験をしたり、プレゼントの交換をしたりしな

がら親交を深めました。

教育指導課　指導係

☎ 0299-48-1111 （内線 2231）

問

商工観光課　観光振興係

☎ 0299-48-1111　（内線 1161）

問

海外の写真コンテストで1位を受賞した

第 1回おみたま花火大会の写真を寄贈いただきました

4月23日、石岡市在住の友
と も み ず

水 恵
え み こ

美子さんから

第1回おみたま花火大会の写真を寄贈いただき

ました。

寄贈された写真は、2023年国際写真コンテス

ト（ハンガリーで開催）のスペシャルカテゴリーで

1位を受賞した写真家の薗
その

英
ひ で の り

則さんの作品で、

友水さんがオークションで購入しました。友水さ

んは寄贈の理由について、「あの素晴らしい花火

大会の写真を広く市民の方に見てもらいたい」と

語りました。

初回の体験日時を公式LINEからご相談ください！

6,000体験料金体験料金

こんな方におすすめです！
☑ スポーツジムに通っても
　 何をすればいいかわからない
☑ 引き締まった体を手に入れたい
☑ 健康的なカラダを手に入れたい
☑ 運動する習慣を作りたい

45年45年
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バスケットボール男子Bリーグ１部（B1）の茨城

ロボッツの川
かわさき

﨑 篤
あ つ し

之 社長（写真右）、浅
あ さ い

井 修
し ゅ う ご

伍

選手（写真左）が、2024-25シーズンの報告の

ため市役所を訪れました。シーズンを振り返っ

た川﨑社長は「県内どこでも茨城ロボッツが話

題に上がるよう、チームを盛り上げたい」と熱く

語っていました。また、浅井選手は「今季は厳し

い戦いが続いたが、ファンの皆さまの応援や関

係者の協力があり、戦い抜くことができた」と感

謝を伝えました。

フレンドリータウン協定を結ぶプロバスケットボールチーム

茨城ロボッツ 「市民の応援に感謝」

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-48-1111 （内線 2252）

問

（左から）常陸小川ライオンズクラブ　石
い し ば

破幹事・安
あ だ ち

達会長、中央

高校　江
え は ら

原校長、美野里ライオンズクラブ　戸
と だ

田会長・柴
し ば た

田幹

事、島
し ま だ

田市長

健康増進課　感染予防係

☎ 0299-48-0221　（内線 4008）

問

茨城県献血功労者として

市内の3団体に感謝状が贈られました

茨城県立中央高校・美野里ライオンズクラブ・常

陸小川ライオンズクラブの３団体に、令和６年度

茨城県献血功労者（団体の部）として県知事から

感謝状が贈呈されました。

感謝状は、１０年以上献血事業に積極的に協力

し、献血推進に寄与した団体に贈呈されるもので

す。受賞した3団体は輸血を必要としている患者

さんの尊い命を救うために、２５年以上にわたり

献血事業にご協力いただいています。

小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園
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青少年相談員の活動を紹介します

■功労者表彰

詳しくはこちら▶

生涯学習課　生涯学習係　

☎0299-48-1111（内線2263）

問

ID 0 0 8 5 7 7

長年にわたり青少年相談員を務めた横
よ こ た

田 佳
よ し お

夫

さん（活動歴32年、写真右から2番目）、藤
ふ じ た

田

千
ち か こ

夏子さん（活動歴26年、写真左から2番

目）、松
ま つ も と

本 義
よ し の り

則さん（活動歴30年、写真左）に、

これまでの貢献と、その功績をたたえ市長から

表彰状が贈呈されました。

横田さんは自身の活動を振り返り「苦労や困難

はあったが、子どもたちのために何かできること

はないかという強い思いで活動を続けることが

できた」と語りました。

■青少年相談員とは

現在、教育委員会から委嘱された34名が青少

年の健全育成や非行防止、社会環境健全化の

ために活動しています。

イベントでのパトロール・啓発

活動の様子

「青少年の健全育成に協力

する店」への登録依頼

■主な活動

①青少年の安全確保（巡回パトロール）

子どもたちの安全のため、下校時の見守りパト

ロールや市内で開催されるイベント・祭礼時の

巡回を実施しています。

②「青少年の健全育成に協力する店」への登録

依頼など

コンビニエンスストア、携帯ショップなどを訪問

し、深夜外出や問題のある青少年への声かけ、

有害図書などの陳列制限、スマートフォンへの

フィルタリングサービスの設定などを依頼しま

す。

③関係機関・団体との連携（学校、警察署、青

少年育成団体など）

市内外の青少年育成団体との合同研修や情報

交換などにより、近年の青少年の動向や置かれ

る環境の変化などに気を配り、青少年の実態把

握に努めています。

広報おみたまに

広告を出しませんか？

☎ 0299-48-1111  内線1252

魅力発信課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

1号から掲載OK！
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4月26日、マリアージュ吉野で小美玉市区長会

総会が開催されました。総会に先立ち、新任区

長37名へ委嘱状交付式が行われました。交付

式では、新任区長を代表して大井戸平山区長

石
い し つ か

塚 吉
よ し の り

徳さんへ市長から委嘱状が交付されま

した。総会では令和6年度事業報告や収支決

算、会計監査報告と令和７年度事業計画と収支

予算の審議、役員の一部改選が行われました。

■令和7年度区長会役員

役職 氏名 学区

会長 𠮷
よしくら

倉 一
いちろう

郎 玉里学区

副会長 萩
はぎわら

原 茂
しげる

小川学区

田
た ぐ ち

口 茂
しげる

玉里学区

木
き む ら

村 利
と し お

夫 堅倉学区

理事 亀
か め い

井 優
まさる

玉里北学区

山
やまうち

内 一
いちろう

郎 竹原学区

佐
さ が わ

川 透
とおる

上吉影学区

監事 島
し ま だ

田 治
は る お

夫 羽鳥学区

藤
ふ じ た

田 健
た け み

美 橘学区

笹
さ さ め

目 泰
やすひさ

久 玉里東学区

会計 金
か ね こ

子 和
かずひろ

広 納場学区

根
ね も と

本 安
や す お

夫 下吉影学区

書記 藤
ふ じ た

田 誠
せいいち

一 野田学区

令和7年度区長会総会が開催されました

区長会の取り組みは

市ホームページをご覧ください▶

市民協働課　市民協働係　

☎ 0299-48-1111　（内線１１３２）

問

0 0 4 8 2 0ID

１　ステージ前に並ぶ、令和7年度の区長会役員の皆さん　　２　島田市長のあいさつ　　３　𠮷倉会長のあいさつ

1 2

3
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市は皆さんのまちづくり活動を応援しています！

令和7年度まちづくり審査会(前期)が開催されました

４月２２日に開催されたまちづくり審査会(前期)

で、 まちづくり組織３６団体への補助金の交付

が決定しました。

今年度も、 世代間交流や伝統文化の継承、

地域課題の解決など、 より魅力あるまちづくり

を進めるため、さまざまな事業が実施されます。

玉川地区コミュニティ　盆踊り大会

市民協働課 市民協働係　☎ 0299-48-1111　（内線 1133）問

まちづくり組織の種類 認定団体数 交付団体数 補助合計額

学区まちづくり組織 12団体 11団体 5,231,000円

テーマ型まちづくり組織 19団体 9団体 700,000円

まちづくり委員会 3７団体 1６団体 1,500,000円

合計 68団体 36団体 ７,431,000円

■令和7年度まちづくり組織補助金交付団体・事業数

防災管理課　危機管理係　☎ 0299-48-1111　（内線 1013 ・1014）問

茨城県 ・小美玉市合同避難力強化訓練

浸水被害を想定した避難訓練に約２００名が参加しました

５月１０日、小川文化センターアピオスと玉里保

健福祉センターで、大雨による浸水被害を想定

した実践的な訓練を茨城県と合同で実施しまし

た。訓練には自衛隊や水戸地方気象台、石岡警

察署のほか、県や市と災害協定を結んでいる企

業が協力し、災害用伝言ダイヤルやVRを使った

体験コーナー、快適トイレなどの展示、炊き出し、

防災講習会などが行われました。約200名の市

民が参加し、災害時を想定した日頃の備えの重

要性を再確認する機会となりました。 視察に訪れた大井川県知事（写真右から2番目）とともに、備

蓄用トイレの使い方について説明を受ける島田市長（写真右）。

詳しくはこちら▶

ID 0 0 0 8 3 6
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■QRコードの使い方
①スマホでカメラや
　QRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、
　そこをタップ！

QRコードを
読み取ってみよう！

スマートフォンをお持ちの方！

広報おみたまは、より詳細な情報をお伝
えするためにホームページとの連携とし
て、QRコードを掲載しています。
※QRコードは株式会社デンソーの登録商標です

■配信内容
防災 …気象情報、災害情報、避難情報
火災 …出火や鎮火に関する情報
防犯 …犯罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。

情報公開制度とは

市民参加による公正で開かれた

市政の推進を目的として、 市が

保有する情報を広く公開、 提

供する制度です。

制度の理解を深めていただくた

め、 条例に基づき毎年度の運

用状況を公表しています。

情報公開制度の運用状況を公表します

総務課　庶務係

☎0299-48-1111

（内線127４）

問

▶情報公開の経費

■情報公開請求の方法

情報公開請求書に必要事項を記入し、 総務課に提出してく

ださい。 請求書は総務課窓口や市ホームページで取得でき

ます。

▶公開請求ができる方

どなたでも請求することができます。

▶情報公開審査会の開催状況

令和6年度は情報公開審査会を１回開催しました。

■情報公開請求と決定状況（令和6年度）

請
求
件
数

処理状況

却
下
等

取
り
下
げ

不
服
申
し
立
て

公
開

部
分
公
開

非
公
開

市長 １6 8 8 0 0 ０ 0

教育委員会 4 1 2 0 0 1 0

その他の行政委員会 0 0 0 0 0 0 0

公営企業管理者と消防長 1 0 1 0 0 0 0

議会 0 0 0 0 0 0 0

合計 ２1 9 １1 0 0 1 0

▼実施機関

・ その他の行政委員会は、 選挙管理委員会 ・ 監査委員 ・ 公平委員会 ・ 農
業委員会 ・ 固定資産評価審査委員会を表します。

・ 上記の数字には、 条例の規定以外の情報提供は含まれていません。
・ 却下等の区分には、 保存年限が終了し廃棄されたものも含みます。

単位：件

閲覧 無料

写しの交付
1枚（片面）につき10円（A3判までの用紙）
※図面などの場合は実費相当額

写しの郵送 郵便料金

詳しくはこちら▶

ID 0 0 0 8 1 3

令和6年度は

２1件の請求が

ありました
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過去の栄養士コラムはこちら▶

ゆっくりよく噛んで食べていますか？

■よく噛んで健康に！

市はおみたま健康いきいきプランで、 歯と口腔

内の健康増進のため、 むし歯のない幼児を増

やすことや定期的に歯科健診を受けている人

を増やすことなど、 幼児から高齢者までの取り

組み目標を掲げています。

よく噛んで食べることは、 歯と口腔内の健康だ

けでなく、 全身の健康にもつながります。

■よく噛んで食べることの 5つのメリット

①唾液がしっかりと分泌され、 むし歯予防につ

ながります。 唾液にはむし歯予防、 お口の

中をきれいにするなど、 たくさんの役割があ

ります。

②あごの骨や筋肉が育ちます。 あごの骨がしっ

かりと発達することで歯が並ぶためのスペー

スを確保し、 歯並びを良くします。

③食べ過ぎを防ぎ、 生活習慣病や肥満の予防

になります。

④脳の血流が良くなり、 脳が活性化されます。

⑤消化を助け、 胃腸の負担を軽減します。

■よく噛むための心がけ

よく噛んで食べるための工夫として、 噛みごた

えのある食材を使った料理を増やすことも大切

です。 また、 デスクでパソコンを操作しながら、

テレビや新聞を見ながらでは、 食事や噛むこと

に集中できません。 家族や友人と一緒にゆっく

りと食事を楽しむように心がけましょう。

■よく噛んで食べよう！かみかみレシピ

～彩り野菜の豚肉巻き～

▶作り方

①えのきたけは石づきを切り小房に分ける。

にんじんは5mm幅、8cmの長さに切る。

②にんじん・いんげんは耐熱容器に入れてふん

わりとラップをし、それぞれ600Wのレンジで

1分加熱する。

③豚肉に塩こしょうを振り、にんじん・いんげ

ん・えのきたけを置き、くるくると巻き、全体

に片栗粉をまぶす。

④フライパンにサラダ油をしいて熱し、巻き終わ

りが下になるようにして焼く。

⑤焼き目がついたら水を小さじ2程度入れ、蒸

し焼きにする。

⑥全体に火が通ったらしょうゆ・みりんを加え、

絡めて、食べやすい大きさに切り完成。

栄 養 士
コ ラ ム

健康増進課　健康支援係　

☎ 0299-48-0221

問

ID 0 0 7 5 6 2

材料　2人分

えのきたけ
にんじん
いんげん
豚ロース薄切り肉
塩こしょう
片栗粉
サラダ油
しょうゆ
みりん

50g
1/2本

9本
200g

少々
適量

大さじ1
大さじ1
大さじ2

手
軽
に
市
政
参
加

ス
マ
ホ
ア
ン
ケ
ー
ト

市民モニターとしてパソコンやスマホから

簡単なアンケートにご協力いただきます。

皆様からの貴重なご意見は小美玉市の

まちづくりへと活用させていただきます。

市内在住 ・在勤 ・在学中で
ネット、 メールが使える
１６歳以上ならＯＫ！

詳しくは

こちらから▶

おみたまネットモニター

登録者募集中
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欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
当
時
の
首
長

は
、
こ
の
水
上
交
通
を
掌
握
し
、
入
手
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
に
よ
り
自
分
の
支

配
領
域
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
水
上
交
通
の
主
要
ル
ー
ト
で

あ
る
河
川
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は

極
め
て
重
要
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
辻
微
高
地
遺
跡
で
は
、
そ
の
よ
う
な

地
方
豪
族(

首
長)

の
姿
が
垣
間
見
え
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

（小
川
資
料
館　

小
玉
秀
成
）

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う

７4

辻つ
じ

微び

こ

う

ち

高
地
遺い

せ

き跡
―
古
墳
時
代
、
首
長
が
執
り
行
っ
た
祭さ

い

し祀
の
痕
跡

生涯学習センターコスモス　☎ 0299-26-9111

　

平
成
９
年
、
合
併
前
の
玉
里
村
で
辻

微
高
地
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
調
査
面
積
は
40
㎡
と
わ
ず
か

で
す
が
、
火
を
炊
い
た
痕
跡
が
見
つ
か

り
、
そ
の
周
辺
か
ら
は
、
石せ

き
せ
い製

模も

ぞ

う

ひ

ん

造
品
や

須す

え

き

恵
器
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
遺
物
が
多

く
出
土
し
、
祭
祀
行
為
が
行
わ
れ
た
遺

跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

古
墳
時
代
の
祭
祀

　

古
墳
時
代
の
首
長
は
、
自
ら
が
支
配
す

る
領
域
の
発
展
や
、
子
孫
の
繁
栄
、
農
作

物
の
豊
穣
、
水
上
交
通
の
安
全
な
ど
を

祈
願
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
年
の
吉
兆

を
占
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
祀
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
集
団

を
と
り
ま
と
め
る
た
め
の
儀
式
で
も
あ

り
ま
し
た
。

古
墳
時
代
の
祭
祀
遺
物

　

辻
微
高
地
遺
跡
は
、
栗
又
四
ケ
地
内

の
辻
と
い
う
地
区
に
あ
り
ま
す
。
園
部
川

右
岸
沿
い
で
、
台
地
と
低
地
の
間
に
あ

須恵器（杯）

語
句
解
説

石
製
模
造
品
　
剣
、
鏡
、
玉(

勾
玉
、
臼

玉)

を
模
し
て
作
っ
た
祭
祀
の
道
具
。
主
に

滑
石
と
い
う
石
を
材
料
に
し
て
い
る
。

須
恵
器
　
窯
で
焼
か
れ
た
土
器
。
古
墳
時

代
だ
と
須
恵
器
を
生
産
で
き
る
地
が
限

ら
れ
、
一
般
的
な
集
落
で
は
あ
ま
り
出
土

し
な
い
。

（左から）把手付碗、はそう

問

（左から）勾玉、双孔円盤

る
、
水
田
面
よ
り
少
し
だ
け
高
い
位
置

に
立
地
し
て
お
り
、
こ
の
地
に
立
つ
と
、

園
部
川
の
流
れ
が
眼
前
に
広
が
り
ま

す
。
石
製
模
造
品
は
、
勾
玉
と
鏡
を
模

し
た
と
さ
れ
る
双そ

う
こ
う
え
ん
ば
ん

孔
円
盤
が
出
土
し
、

須
恵
器
は
杯(

蓋
・
身)

の
他
に
把と

っ

て手
付つ

き

碗わ
ん

や
、
は
そ
う(

小
形
の
壺
の
一
種)

が

出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
、
お

お
む
ね
５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀
に
か

け
て
の
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
特
に
把
手

付
碗
は
、
か
な
り
珍
し
く
、
政
治
的
、
経

済
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
る
人
物
が
使

用
す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

祭
祀
を
執
り
行
っ
た
首
長

　

こ
の
遺
跡
が
立
地
す
る
場
所
か
ら
考

え
る
と
、
園
部
川
で
の
水
上
交
通
と
何

か
し
ら
の
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
。
須
恵

器
の
年
代
か
ら
す
る
と
妙
見
山
古
墳
や

塚
山
古
墳
に
葬
ら
れ
た
首
長
な
い
し
は

そ
の
子
孫
が
祭
祀
を
行
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

当
時
、
水
上
交
通
は
、
物
資
の
流
通
に
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玉
里
短
歌
会

大
リ
ー
グ
大
谷
頭
に
三
羽
ガ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン
戦
に
て
大
活
躍
す

我
通
う
し
ゃ
れ
た
造
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
そ
の
豪
華
さ
に
い
ま
だ
な
じ
め
ず

氷ひ
ょ
う
と
う
濤
ま
つ
り
の
通
路
の
階
段
に
は
ゴ
ム
マ
ッ
ト
滑
ら
ぬ
よ
う
に
の
心
嬉
し
も

世
の
中
で
猫
が
一
番
と
豪
語
し
て
夫
呆
れ
さ
せ
た
記
憶
な
つ
か
し

こ
の
中
の
半
分
は
今
や
亡
き
人
か
引
き
出
し
満
た
し
し
世
界
の
名
刺

鶴　

町　

文　

男

長　

島　

康　

子

野　

口　

初　

江

正　

木　

敦　

子

松　

田　

通　

喜

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

幼
き
日
泣
い
て
帰
れ
ば
母
言
い
し
「
負
け
る
が
勝
ち
と
言
う
こ
と
も
あ
る
」

い
そ
い
そ
と
カ
フ
ェ
へ
出
か
け
る
友
か
ら
の
ラ
ン
チ
の
誘
い
春
め
き
し
日
に

鉢
植
え
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
植
え
替
え
て
自
慢
の
株
を
な
が
め
ほ
ほ
え
む

梅
を
見
に
幼
な
友
ら
と
偕
楽
園
甘
酒
持
ち
て
ひ
と
日
あ
そ
べ
り

雪
国
を
テ
レ
ビ
は
映
す
雪
国
の
雪
掻
く
人
の
疲
れ
見
え
く
る

小
川
短
歌
会

川
縁
り
に
芹
の
群
生
み
つ
け
た
り
冬
と
い
う
の
に
青
々
と
し
て

役
は
な
れ
八
十
路
の
夫
は
何
思
う
歎た

ん
に
し
ょ
う

異
抄
ひ
ら
き
一
日
読
み
お
り

七
巡
目
の
巳
年
の
わ
た
し
脱
皮
な
ど
つ
ゆ
も
望
ま
ず
無
為
に
生
き
き
ぬ

充
分
に
生
き
た
る
身
と
ぞ
思
え
ど
も
い
ま
暫
く
を
歌
も
詠
み
た
し

霞か

ほ浦
ぞ
い
の
堤
防
に
さ
く
ら
咲
き
遠
く
つ
く
ば
も
自
慢
の
景
色

信　

田　

正　

男

菱　

沼　

友　

江

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
沢　

清　

香

小
野
寺　

あ
や
子

中　

根　

良　

子

幡　

谷　

啓　

子

石　

田　

は
る
江

根　

本　

智
恵
子

み
づ
う
み
俳
句
会

山
藤
の
房
を
ゆ
ら
し
て
風
行
き
ぬ

一
面
に
波
打
つ
よ
う
な
芝
桜

山
寺
に
額
ず
く
オ
モ
ニ
若
葉
風

若
葉
燃
ゆ
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

し
な
や
か
な
事
も
強
さ
よ
今
年
竹

み
の
り
俳
句
会

折
り
も
よ
く
ポ
ピ
ー
咲
き
け
り
夫
の
古
希

こ
の
時
期
に
食
べ
た
い
物
に
草
だ
ん
ご

土
手
青
む
堰せ

き

音
清
か
春
の
川

継
続
は
力
な
り
か
な
友
の
句
は

偕
楽
園
梅
の
香
り
と
梅
ソ
フ
ト

佐　

藤　

清　

子

白
根
澤　

清　

香

塚　

田　

文　

江

海
老
澤　

宏　

子

岡　
　
　

弥　

生

網　

代　

奈
津
江

岡　

島　

禮　

子

阿
久
津　
　
　

強

矢　

口　

冨　

久

石　

田　

敏　

江

欅
の
会

和
菓
子
屋
へ
た
た
む
漢
の
春
日
傘

北
の
子
の
便
り
短
か
く
桐
の
花

藤
の
花
清
酒
一
合
ま
だ
足
り
ぬ

駅
長
は
車
掌
を
兼
ね
る
花
の
駅

ぬ
ば
た
ま
の
夜
を
潜
る
か
黒
揚
羽

く
る
み
俳
句
会

母
の
日
の
鳴
門
海
峡
こ
こ
ろ
旅

明
け
易
し
生
気
み
な
ぎ
る
鳥
の
声

梅
雨
走
り
筑
波
山
麓
雲
の
中

雨
上
り
香
り
出
し
た
る
沈じ

ん
ち
ょ
う
げ

丁
花

友
の
訃
や
夾き

ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃
の
花
白
し

信　

田　

苗　

女

城
垣
内　

睦　

子

福　

島　

邦　

誉

堀　

内　

い
づ
み

松　

崎　

淑　

子

松　

田　

通　

喜

矢　

口　

友　

子

小　

玉　

知　

子

ま　

め　

す　

け

関　
　
　

千
重
子

た
ま
り
俳
句
会

一
本
に
鯉
の
ぼ
り
千
空
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
稚
児
の
歯
二
本
生
へ
始
む

幼
子
や
絵
本
を
抱
へ
春
帽
子

葉
桜
や
名
入
り
絵
本
は
セ
ピ
ア
色

青
は
ま
だ
一
つ
に
な
れ
ず
ネ
モ
フ
ィ
ラ
よ

川　

中　

み
の
る

梶　

山　
　
　

平

小　

林　

岳　

悠

大　

盛　

食　

堂

信　

田　

正　

男

小
美
玉
川
柳
会

今
日
も
ま
た
風
呂
め
し
寝
る
と
お
ー
い
お
茶

飯
う
ま
し
人
生
な
ん
ぞ
こ
れ
す
べ
て

辛
い
こ
と
笑
い
話
に
で
き
る
歳

買
っ
た
本
積
ん
読
本
に
同
じ
も
の

風
し
も
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

（4月号を読んで）「将来を見据えた新たな交流の創出」にあ
るように、茨城空港をもっと活用して交流や環境づくりに力
をいれてほしいです。　10代

いつもそ・ら・らを利用しています。散歩したり、野菜を買っ
たり、ヨーグルトもおいしいです。特に「金柑」と「梅」が好き
です。　70代

Vol.54 「                       」

4コマ小美玉暮らし

毎年７月頃に開催される素鵞神社の祇園祭では、夏の暑さ
を吹き飛ばす、迫力満点の神輿担ぎを見ることができま
す！ぜひ、訪れてみてください。下水道課　千葉（入庁2年目）

子どもが小さい頃、空港公園に遊びに行ったことがあり、
また久しぶりに行きたいです。素敵な街づくりを応援して
います。東京都40代（ふるさと納税応援メッセージ）

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

趣味で絵を描いている学生で

す！3か月間、皆さんに楽しん

でいただければ幸いです。

広報おみたま4月号の表紙に掲載したクロスワードのプ

レゼントクイズには、120通（市内107、市外13）と多

くのご応募をいただき、ありがとうございました。

正解者のうち抽選に当選した5名の方に、「小美玉のめ

ぐみ」認定品のほしいもをプレゼントしました。

行き場のないアカハライモリを救え！

作者紹介　藤井 明音

おみたま

おたより 学校にイモリがやってきた

５月１５日、 小川南小学校の児童のも

とに 「アカハライモリ」 がやってきまし

た。このイモリは２０年ほど前に小美

玉市高崎に生息していたイモリの子

孫で、 石岡市内の私有地内の池を住

処として繁殖していました。この池が、

道路の新設工事でなくなることにな

り、 池の所有者から 「大切に飼ってく

れる人にイモリを譲りたい」との相談を

受け、数匹を学校で引き取ることにな

りました。

水槽に入れられたイモリが３年生と５

年生の教室に運ばれると、子どもたち

は興味津 。々イモリの譲り先探しに協

力した内山えりかさんから 「小美玉市

が故郷のイモリです。きれいな水辺を

好む生き物で、昔は市内でもよく見か

けましたが、今は準絶滅危惧種です。

イモリのことを知って、大切に世話をし

てあげてください」と話があり、 子ども

たちからもイモリの生態や世話のやり

方について次々と質問が出ました。

イモリは今後、羽鳥小学校、堅倉小学

校、 納場小学校でも引き取られる予

定です。

「かわいい」「お腹が赤い」「今、 息した！」と、

夢中になってイモリを見つめる３年生。

腹部が赤いのが特徴の「アカハライモリ」

表紙がクロスワードクイズとは・・・
驚きました！表紙を工夫することって
大切だと感じるとともに、いつもより
じっくり見ようとする気持ちになりました！

生まれも育ちも小美玉市ですが、知ら
ないこともたくさんありクロスワード
を通して小美玉市の魅力や特産品を
知ることができて面白かったです。
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クロスワードの答え合わせ
A

答え
B C

き た い

ふじい あかね

うちやま


